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Case 33-2002: A 28-Year-Old Woman with Ocular Inflammation, Fever, and Headache 

(Volume 347:1350-1357) 

【Problem list】 

#1 呼吸器症状 

・3 週間前、黄色痰を伴う湿性咳・鼻漏・咽頭痛が出現、アモキシシリンで改善せず約 2週間症状が持続 

・入院の約 1週間前、喀痰消失するも咳嗽は持続 

#2 頭痛、嘔気、嘔吐、発熱 

・入院の約 1週間前、発熱（40.6℃）が出現 

・入院の 5日前、前頭部に持続性の頭痛 

・入院の 3日前、アジスロマイシンで症状改善なし、アセトアミノフェンにて解熱 

・入院の数日前、嘔気・嘔吐が出現し、前頭部痛は増悪  

・入院時、屈曲制限を伴う頚部痛あるも、Brudzinski 徴候は陰性 

・入院当日、体温は 37.3～39.2℃と高熱が持続  

・入院数日後、前頭部痛は持続 

#3 四肢の疼痛、皮膚症状  

・皮疹の既往なし 

・入院の約 1週間前、両側腋窩に間欠的に発疹が出現し、右の腋窩には発赤を認めた 

・入院数日前、右肩・右大腿部の疼痛が出現 

・入院時、明らかな発疹、リンパ節腫脹なし 

・入院 5日後、両下肢に直径 2-3cmのかすかに発赤した結節が出現 

#4 眼痛、眼球の炎症  

・入院時、右眼の発赤、羞明 

・入院翌日、両側眼痛出現→眼科コンサルトにて、前部ぶどう膜炎 s/o（眼球突出なし、視力・視野・眼底は正常） 

→酢酸プレドニゾロン、スコポラミンの点眼開始 

#5 画像所見  

・両側腋窩部・胸筋下に直径約 1～1.5cm の腫大リンパ節多数 

・直径 1cm以下の縦隔リンパ節腫脹、直径 1cm以下の両側肺門リンパ節腫脹（わずかに突出） 

・右上葉結節2個（直径約 6mm）、右下葉結節（直径 4mm）、左下葉結節（直径 4mm）、右後溝部結節（直径 5mm） 

#6 甲状腺機能、常用薬 

・Graves 病にて propylthiouracil100mg を 1 日 3 回、propranolol40mg を 1 日 2 回内服、入院後も継続 

・入院時、T4 10.0μg/dl（5-12μg/dl）、総 T3 162ng/dl（80-180ng/ml）、TSH <0.01μU/ml（0.34-3.5μU/ml） 

 →軽度の甲状腺機能亢進状態 

#6 その他の検査所見  

・入院時、BP 150/90 高血圧, HR 128/min 頻脈, RR 29/min 頻呼吸, 収縮期雑音(grade2,胸骨上部左縁) 

・入院時 ECG にて頻脈、非特異的ST-T 異常 

・BUN7.0mg/dl↓、Cr0.4mg/dl 正常下限、iP1.9mg/dl↓、Alb2.4g/dl↓ ： 嘔吐の影響？  

・Alb↓、TP normal より Ig↑、WBC13300/mm3↑（Neutro 分画↑）、ESR113mm/h↑ ： 急性炎症を示唆 

・Ht32.6％↓、Reti. normal、Fe8μg/dl↓、MCV77、TIBC 正常、フェリチン正常 ： 軽度の続発性貧血を示唆 


